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１                              問題のページへ 
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x

y 1=¢  

①と②のグラフが点 ),( ts で接することより,  

bssa log= ………③, 
s

asa 11 =- ………④ 

④から, 
a

sa 1= となり a

a

a
a

s
1

1
1 -

==  

①から, 
a

st a 1==  

③④から, 
aa

b
a 1

log1 = となり, aaa aeeab
111

)(==  

(2) 2曲線 axy = , bxy log= と直線 hx = )0( sh＜＜ で囲まれる領域の面積 )(hA は,  

ò -=
s

h

a dxbxxhA )log()( [ ]sha xxxbxx
a

+--
+

= + loglog
1

1 1  

 hshhssbhshs
a

aa -+-----
+

= ++ )loglog(log)()(
1

1 11  

ここで, h→0のとき, hh log →0なので, (1)の結果を用いると,  
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［解 説］ 
微積分の基本問題で, 計算量も少なめです。なお, 本問では, 0loglim

0
=

®
hh

h
の利用

に, 証明は不要でしょう。 
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２                              問題のページへ 

kを整数とするとき, )( xf の定義より, kxkx +=+ )()( ff となり,  
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同様に, )( xf の定義より, 1)( +xxx ＜≦ f となり,  

1)( +axaxax ＜≦ f , 1)( +bxbxbx ＜≦ f  
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すると, )(lim x
x
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は, 01＞-c のとき発散, 01≦-c のとき収束する。 

よって, 収束する cの最大値は 1=c で, このとき, 
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は, 02＞-c のとき発散, 02≦-c のとき収束する。 

よって, 収束する cの最大値は 2=c で, このとき, 
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［解 説］ 
題意を言い換えた不等式 1)( +xxx ＜≦ f のみで評価すると, ba = のときがアバウ

トになりすぎます。そこで, 収束する形を作るという基本に戻ったのが上の解です。
もっとも, さらに基本なのは「x が大きくなると )( xf は x と同じようなもの」とい

う感覚ですが。 
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３                              問題のページへ 

(1) 題意のサイコロを振ったとき, kの目が出る確率を kp とおくと,  

1654321 =+++++ pppppp ………(＊) 

サイコロを 2回振ったとき, 同じ目の出る確率 Pは, (＊)より,  
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よって, 
6
1≧P となる。 

また, 等号が成立するのは, 
6
1

654321 ====== pppppp のときである。 

(2) サイコロを 2回振ったとき, 1回目に奇数, 2回目に偶数の出る確率 Qは,  
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相加平均と相乗平均の関係を利用すると, (＊)より,  
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ここで, (＊)から, 2
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以上より, PQ
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［解 説］ 

(1)は, 有名なコーシー・シュワルツの不等式を利用するという手もありますが, こ

こでは結論を予測して平方完成をしました。(2)の右側の不等式の証明は難ですが, 式

を変形しているうちに気付いた方法で記しています。 
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４                              問題のページへ 

(1) 線分 PQが x軸と直交するとき, 1PQ = より,  
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さて, PQの中点Mは, ( )0,
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(2) 半直線 1L , 2L の方向ベクトルの成分は, それぞれ
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ので, p＞0, q＞0として,  
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よって, 点 Rの軌跡は楕円の一部である。 

 

［解 説］ 

図形と方程式の重要題の 1つで, 単位ベクトルの効用が実感できる問題です。 
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